
　
　

本
市
の
65
歳
以
上
の
人
口
に

　
　

対
す
る
、「
の
り
あ
い
タ
ク

シ
ー
土
浦
」
の
加
入
状
況
等
に
つ

い
て
伺
う
。
ま
た
、
つ
く
ば
市
で

は
、
高
齢
者
が
利
用
す
る
タ
ク
シ

ー
運
賃
の
一
部
を
助
成
し
て
い
る

が
、
本
市
で
も
同
等
の
制
度
を
設

け
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
生
活

支
援
の
有
効
な
対
策
に
な
る
と
思

わ
れ
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
「
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
土
浦
」

　
　

の
会
員
数
は
11
月
末
で
527
人

と
着
実
に
増
加
し
て
お
り
、
今
後
、

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
需
要
が

高
ま
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
本
市
で
は
重
度
障
害
者
の

方
の
外
出
を
支
援
す
る
事
業
と
し

て
、
医
療
機
関
等
へ
の
タ
ク
シ
ー

料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
る

が
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
と
し
て
、

乗
り
合
い
で
利
用
可
能
な
高
齢
者

の
方
に
は
「
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー

土
浦
」
が
大
変
有
効
だ
と
考
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
改
善
す
べ
き
点

に
つ
い
て
は
運
営
主
体
で
あ
る
土

浦
地
区
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合
と
協

議
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
市
民
の
公

共
の
足
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
支

援
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
と
は
、
お
む

　
　

つ
替
え
や
授
乳
す
る
ス
ペ
ー

ス
が
確
保
さ
れ
て
い
る
公
共
施
設

な
ど
を
言
う
が
、
こ
う
し
た
施
設

を
自
治
体
が
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
と
し

て
認
定
し
、
看
板
や
マ
ー
ク
等
を

掲
げ
て
分
か
る
よ
う
に
し
て
は
い

か
が
か
。
見
解
を
伺
う
。

　
　

本
市
の
施
設
に
お
い
て
は
、
授

　
　

乳
で
き
る
場
所
が
１
施
設
１

カ
所
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト
が
12
施
設

19
カ
所
、
お
む
つ
交
換
台
は
21
施

設
41
カ
所
整
備
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
物
販
店
舗
に
つ
い
て
は
、
市

内
19
店
舗
中
授
乳
場
所
が
５
店

舗
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト
設
置
が
６
店

舗
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に

民
間
施
設
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き

な
が
ら
、
安
心
し
て
外
出
で
き
る

環
境
整
備
の
推
進
を
図
る
と
同
時

に
、
議
員
ご
提
案
の
看
板
等
の
案

内
表
示
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

一　

地
球
温
暖
化
防
止
の
土
浦
市

　

の
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作

　

成
に
つ
い
て

二　

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

　

策
定
事
業
に
つ
い
て

四　

赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

　
　

水
道
料
金
を
下
げ
る
た
め
、

　
　

県
南
広
域
水
道
に
関
係
す
る

自
治
体
の
長
に
対
し
、
共
に
行
動

す
る
よ
う
働
き
か
け
を
行
い
、
水

道
料
金
引
き
下
げ
を
茨
城
県
知
事

に
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

現
在
、
県
南
広
域
水
道
用
水

　
　

供
給
事
業
の
受
水
団
体
は
、

本
市
を
始
め
、
つ
く
ば
市
な
ど
９

団
体
で
あ
る
。
県
か
ら
安
く
受
水

で
き
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
水
道
料
金

等
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

県
企
業
局
に
と
っ
て
も
こ
の
受
水

費
は
重
要
な
収
入
源
で
あ
り
、
安

心
・
安
全
・
安
定
し
た
生
活
用
水

を
確
保
、
給
水
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
、
浄
水
場
施
設
整
備
等
に
充

て
ら
れ
る
財
源
の
一
部
で
あ
る
こ

と
を
ご
理
解
願
い
た
い
。
し
か
し
、

今
後
に
お
い
て
９
団
体
で
連
携

し
、
県
企
業
局
の
経
営
、
決
算
状

況
、
さ
ら
に
は
施
設
整
備
計
画
を

見
極
め
た
上
で
、
値
下
げ
が
可
能

な
状
況
に
な
れ
ば
、
申
し
入
れ
し

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

二　

つ
く
ば
市
、
笠
間
市
間
道
路

　

整
備
促
進
協
議
会
と
土
浦
市
及

　

び
石
岡
市
の
朝
日
ト
ン
ネ
ル
整

　

備
事
業
の
整
合
性
に
つ
い
て

三　

緊
急
一
時
宿
泊
所
設
置
に
つ

　

い
て

　
　

中
村
南
地
区
、
荒
川
沖
地
区
、

　
　

乙
戸
南
地
区
の
住
宅
密
集
地

の
一
部
で
は
、
生
活
道
路
の
道
幅

が
狭
く
、
道
路
脇
の
排
水
溝
が
浅

い
も
の
や
蓋
が
な
い
箇
所
が
あ
り
、

豪
雨
時
す
ぐ
に
道
路
が
冠
水
す
る

状
況
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
箇
所
に
は
浸
透
性
舗
装
や
浸
透

マ
ス
の
設
置
等
が
有
効
と
思
わ
れ

る
が
、
現
状
を
伺
う
。

　
　

道
路
新
設
改
良
時
に
は
、
都

　
　

市
型
水
害
対
策
と
、
地
下
水

の
涵
養
を
図
る
雨
水
流
出
抑
制
対

策
と
し
て
、
浸
透
マ
ス
設
置
、
浸

透
性
舗
装
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
南
部
地
区
に
お
い
て

は
、
荒
川
沖
東
二
丁
目
地
内
を
始

め
、
19
カ
所
を
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
引
き
続
き
都
市
型
水
害
対

策
と
し
て
予
測
さ
れ
る
場
所
の
選

定
を
行
い
、
雨
水
流
出
抑
制
施
設

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

二　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
び

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
の
設
置
に

つ
い
て

吉田千鶴子議員

県
の
水
道
水
を
購
入
す
る
自
治

体
の
長
が
共
同
し
て
値
下
げ
を
申

し
入
れ
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か古沢喜幸　議員

高
齢
者
生
活
支
援
策
に
つ

い
て

安藤真理子議員

浸
透
マ
ス
な
ど
の
雨
水
流
出
抑

制
施
設
の
整
備
状
況
に
つ
い
て篠塚昌毅　議員

質
問

保
健
福

祉
部
長

質
問

副
市
長

質
問

建
設

部
長

質
問

建
設

部
長

のりあいタクシー土浦のりあいタクシー土浦
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